
小型高圧電動噴霧機
型式：HMP-391A
HMP-391AM 

取扱説明書
このたびは本製品をお寅い求めいただき、まことにありがとうございます。

この取扱説明書には、安全に使用していただくための要点を記してありま
すので、ご使用前に必ずよくお読みになり、正しくご使用ください。

お読みになった後は、いつでも読める場所に保管してください。
また、本書を汚損したり紛失した場合は、お買い求めの販売店にご注文い

ただき、大切に保管してください。

本書に記載した企の表示のある注意事項や、機織に貼られたどちの表示のあるラベルは、

人身事故等の危険が考えられる重要な項目です。よくお読みになり、必ずお守りください。

また、どちの表示のあるラベルが、汚損したりはがれた場合は、お買い求めの販売店にご

注文いただき、必ず所定の位置にお貼りください。

本書に記鍛したどちの表示のある注意事項や、機織に貼られたどちの表示のあるラベルで

は、特に重要と考えられる取り扱いよの注意事項について、次のように2段階に分けて表示

しています。

どち警告…その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があります。

＆注意・・その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあります。

なお、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については、本書に軍~の
表示を用いています。
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【く安全のために必ず、お守りください〉】

－~~回・民事E藷・

ど色 ・故障や漏電の際、感電する危険性がありますので、アースコードをアースター
ミナルにつなげてください。
アースターミナルがない場合は、販売店又は、電気工事店にご相鍛ください。

盤
面
告

／ ＼ 
・次にE妥当する方は、この製品を使用しないでください。
・酒気をおびた者
・過労、病気、薬物（農薬を含む）の影響その他の理由により、正常な防除作
業ができない者
・妊娠中の者
・満， 5殺未満の者
－負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者

注 ｜・作業前に接続部のパッキンに脱落がないこと、各ネジ部にゆるみがないこと、
｜ ホースに亀裂、摩耗、破損のないこと等各部に異常がないことを確認してくだ

音 ｜さい。
一 ＼使用時は転倒する恐れがありますので、本機lま凹凸のない平らな場所に設置し
てください。
・吸水ホース、余水ホースは無理な曲げ、よじれ、折れ、引っ張りがなく、薬液
タンクから飛び出さないよう、使用している薬液タンクに固定してください。
・安全性を損なう恐れがありますので、改造しないでください。
－この製品を他人に貸与、または、譲渡する場合は、必ず取扱説明書Fを添付し、
よく読んでから使用するように指導してください。

どむ

＼ ~ 

－ヨ寄華麗ヨ:E審理~~図U.1~＞！~

，，...－－－－－－－－，・防除、除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください：
・調合が適切でない薬液｜ま、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になる恐れ

/':¥. I があります。薬液の翻合の際は、農薬の使用上の注意をよく読み、正しく希釈
／！＼｜ してから使用してください。
ーー 卜農薬は、必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器とは一緒に

注 ｜保管しないでください。
ト誤使用、誤飲の危険がありますので、農薬は、絶対に別の容器に移し替えない

量ま ｜でください。
．】・ E・農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従って、

その都度正しく処分してください。空容器を洗った71<1ま、薬害のない方法で処
分してください。
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・感電や火災を起こす危険性がありますので、次の項目を必ず守ってください。＼
・絶対に本機に、薬液や水をかけないでください．
・濡れた手で電源プラグをコンセントに差し込む事や、抜き取る事はしないで
ください。
・電源コードを傷つけたり、折り曲げたり、束ねたり、巻いたり、電源コード

警 ｜ の上に置い物をのせたり、角張ったものを落としたりしないでください。
ー ト農薬の吸入や付着による穆放を防ぐため、帽子、保臨眼鏡、保護マスク、ゴム
舌 ｜手袋、長織の保護衣、長ズボン、ゴム長華{tを着用し、皮鷹が露出せず危険のな
い服装で作業を行ってください。
・ハウス肉での使用は、人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、よく倹気を
してください。

＼＼＼＼  
HMP-391A HMPー391AM

ホース巻取機なし ホース巻取機付

本 機 寸 法 H315 x W275 x L290mm H345 x W350 x L560馴

質 量 9. 3kg 14. 5kg 

ポ 好長 式 対向2連プランジャ式
，、.I ポンプ吸水量 3. 8 Q/min (50Hz) 4.4 Q/min (60Hz) 
プ 最高圧力 2.5MPa 

200W分相始動型単相誘導電動機

モ 一 タ AC100V 電源コード（トスコード付）長さ5m

定格消費電力 300W ：定格周波数 50/60Hz 

どむ

、‘ ノ

／ 
－薬；夜が水道、河川、池、沼などを汚染しないように、また、人体や散布対象物
以外のものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってく
ださい。
・作業中、作業後にめまいや頭痛を生じたり、気分が少しでも悪くなった時は、
直ちに医師の診察を受けてください。

持 1・作業中に噴口鶴を；喬婦、または、交換する時は、顕面などに薬液がかかる恐れ
i::r.. Iがありますので、吐出ホース先のボールコック及び噴ロを閉じ、必ず踊圧弁ダ
苦手｜イヤルを『始動： 0』の位置に合わせてモータを停止してから行ってください。
崎、I・ホース類lま、無理な曲げ、よじれ、折れ、引っ張りがないよう注意して作業を
行ってください。
・ホースの温度は、 40℃以下で使用してください0 4 0℃以上になりますと耐
圧性能が低下します。 ノ 3 2/min 

Lく仕 禄〉】

〈む
※改良のため、予告なく仕様を変更することがあります。

吐出量

5 Q/min 

4 2/111in 

・目白書書簡，'.3~軍量・ 2 Q/1園in

・前回使用した薬液が、薬液タンク、ホース、噴口有事の内部に残っていると築容
を起こす危険性があります。特に、除草剤散布に使用した後、一般防除作業に
使用する場合lま、残っている薬液を充分に洗い流してください。
－余った薬液及び、機械の洗浄水は、河川、水源池、池、沼、下水等に流入して

＆ ｜被害を及ぼさないよう、薬害のない方法で処分してください。
トモータを停止しても、ポンプ～ホースに庄カが残っていることがあります。こ
ー ｜の状態で後続却を取り外すと、議液が噴き出す恐れがありますので、後鋭部を
；： ｜外す前に周囲の状況を確箆し、吐出ホース先のボールコック及び、噴口を開
エr. Iいて、ポンプ～ホース肉の庄カを銭いてください．
，思kl・作業後l立、手足はもちろん、会身を石鹸でよく洗うとともに、自の水洗いとう
がいをしてください。また、作業期間中は、衣服を毎日取り替えてください。
・使用後は充分洗浄し、屋内の直射白光が当たらず、風通しの良い、子供の手の
届かない場所に保管してください。

i重要｜｜・ホース肉の残液を空にして（胤IP-391AMIま巻取機に巻いて）保管してください。
」ー）目そのままにして置きますと、ホースの寿命を短くする原因になります。

1 2/111in 

0 

吐出量

5 2/11in 

4 2/11in 

2 Q/11in 

ノ

1 2/11in 

②
 

【くポンゴ及型噴口坐能表をJ
1415rpm時（50Hz)

0. SNPa 1. OllPe 1. 5MPa 

1740rpm時（60Hz)

2. 5MPa 圧力2. OMPe 

。 2.側Pa 2. SNPa 圧カ0. SMPa 1.側Pa 1. 5!APa 

③
 



【く梱包部品一覧〉】

最初に、梱包部品が全部そろっているかどうか、輸送中の事故で破損している部品

がないかを確認してください。もし、欠品または破損などありましたら、製品名、

型式、製造番号と共に、お買い求めの販売店にお知らせください。

保誼書は、お客様が保証修理を受けられる際に必要となるものです。お読みになった

後は、大切に保管してください。

HMP 391A HMP 391AM 

品 名 数量 数量

巻取機ハンドル 一
＋字穴付なベ小ネジ SW付 一 2 

ホースより戻し 61/4 

ポールコック6 Gl/4 

余水ホース（φ10×φ14×2m)

吸水ホース（φ10×φ15x 2m) 

q土出ホース（7.5 x lOm Gl/4金具付） 一
吐出ホース (7.5×20m Gl/4金具付） 一
接続ホース（0.22m金具付） 一
サクションフィルタ 63/4 

スーパーシャトル 300A（噴板穴径1.2) 61/4 

ワイヤバンド

本体部一式

取扱説明書（本書）

保証書（本書末尾）

注意） ・ポールコック661/4、ホースより戻しGl/41ま、吐出ホースに組み付けてあり

ます。
・アースコード！玄、電j原プラグ先端に組み付けてあります。

• HMP-391AMの接続ホース（0.22m金具付）は、本体に組み付けてあります。

医週ト余水、吸水、吐出ホース及び、スイー川1型50伽 1ま、本機専用部品です．
他製品で使用した場合、ホースの破裂、噴口の破損等が考えられますので、
他の製品に使用しないでください。

一④ー

〔く各部の名称とラベル貼付位置〉 】

小型高圧電動噴霧機
.高圧1l!.IMP• (25k1f/cn') 

＆警告
...置の像”。句”による・＇＊奮闘ぐため．帽子．量鍋 0・..1111マスク．
ゴム手鍵．長舗の偲揖«.AXポン．ゴム轟ぬ牽•1111.a•が寓幽曾ず..
#>IJい皿置で~•e”。て〈世さ‘、．
．，、。ス同で....、r•11曹，n、＠紛ら！＇￥1ーして＜ I'!~ぃ．

どむ警告
篠宮Zの危険位がありますの
でアースコードはアースヲ
ーミナルに後続して下さい

＆注意槌開輔S初

＆警告ラベル（感電）
品番689046620

・ご・~Alの”に.＆ずa・•Ill刷，£,l:(j区銀み〈ださい．
·•・寓msi”の筒＆1~1!111でき.，..，ゐ．
・.ll蝿同凪明・曹.t<Hll•与に怒り. lEl.l、41'11$で哩mLて（I！さい．
・作’R中l弘人体。.衛調...以外由もの区かhら，，い..，，.＂＇周圃 17>≪1町二
.lt分岱..して〈だ8い．
・作.市‘ s，体巴少しで＂＇＂＊が8・9た場a1n1ち巳~－曹~’A怠し鰻師のIUI
を豊川すて〈起さい．

＠腿週発：韓民会松前場 定締帽＆：1酬
定繍1開聞電力 3（剛 章特鱒重敏鈎11</60出 血肉周

ホース物取機

スーパーシャトル300A

製造喬号表示ラベル

どち警告ラベル（感電）
品番689046620

アースコード
｛ワニロクリップ付）

企警告
篠宮置の危険性がありますの
でアースコードはアースタ
ーミナルに後続して下さい

帥捌制加

電源プラグ

－＆の表示のラベルが汚損したり、はがれた場合は、お買い求めの販売店にラベル名
と品番を注文し、新しいラベルに貼り替えてください。
・新しいラベルを貼る場合は、汚れをふき取り、乾いた面にして、もとの位置に貼っ
てください．

⑤
 



【く運転を始めるまえに〉 】
①部品の取り付け

1 ) HMP-391AMにおいては、巻取機に巻取機ハンドルを、付属の＋字穴付なペ小ネジ
SW付にて、取り付けてください。

巻取機

巻取機ハンドル

十字穴付なぺ小ネジ SVH寸

2）イラストのように、吸水ホース、余水ホース、吐出ホースをポンプに正しく確実に
取り付けてください。
(HMP-391AMは、後続ホースと吐出ホースが、既にポンプに組み付けてあります。）

余水ホース

ワイヤバンド

軍富｜・吸水ホースは、確実に取り付けないと吸水しません。
－吸水ホースには、必ずサクシヨンフィルタを取り付けてください。
サクションフィルタを取り付けない場合、ポンプが故障する原因になります。

医週卜余水ホースは、ワイヤバンドで確実に取り付けないと、薬液が噴き出します。 ｜

3）吐出ホースには、ホースより戻し、ポールコック 6が組み付けてありますので、償ロ
だけを取り付けてください。

4）本機には標準噴ロとして、スーパーシャトル 300A（噴板穴径1. 2）が付属していま
す。他の噴口を使用する場合、噴口によっては性能を保註できないものもありますの

で、《ポンプ及び噴ロ性能表》を参照して、スーパーシャトル 300A（噴板穴径，. 2) 

と同等の噴口を選択してください。

⑥
 

5 ）ス－／~ーシャトル抑加の翻節lま、図のように「閉j ～「広角」～「直射J が調節ナットにより
連続調節できます。

閉

直射

医:ifil1・故障や漏電の際、 感電する危険性がありますので、アースコ一時アースタ
ーミナルにつなげてください。
アースターミナルがない場合は、販売店又は、電気工事店にご相談ください。

医亙卜作業前に接続部のI~•：；キンlこ脱落がないこと、各ネジ部にゆるみがないこと、ホ
ースに亀裂、摩耗、破損のないこと等、各部に異常がないことを確認してください。
・使用時は転倒する恐れがありますので、本機は凹凸のない平らな場所に設置
してください。
・吸水ホース、余水ホースは無理な曲げ、よじれ、折れ、引っ張りがなく、薬波
タンクから飛び出さないよう薬液タンクに固定してください。

②ボールコックの取り扱い
レバーの向きにより、開聞を行います。 閉 閉

ボールコック 開

③薬液の調合、充填

医豆副・翻合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になる恐
れがあります。薬液の翻合の際は、農薬の使用上の注意をよく読み、正しく
希釈してから使用してください。
－薬品を翻合、充填する時は、必ずスタートスイッチをOFFにし、モータを停止
させ、吐出ホース先のボールコック及び、噴口は、必ず閉じた状態にしてくだ
さい。

軍~卜土壌消毒剤、 土壌駕燕剤は、故障の原因になりますので、使用しないでください。｜

⑦
 



〔く運 転〉 〕

医豆副・使用時は転倒する恐れがありますので、本機は、凹凸のない平らな場所に股置
してください．
・防除作業以外の時は、液漏れ、突然の噴霧妨止のため、吐出ホース先のボー
ルコック及び、噴口lま、必ず閉じた状態にしてください。始動時lま、必ず確認
してください。

①始動
1)スタートスイッチがOFFになっている事を確認し、電源プラグをAClOOVコンセ
ントに差し込みます。
2）ポールコック及び、噴口が閉じている事を確認します。
3）調圧弁ダイヤルを、 『始動： 0』の位置に合わせます。
4）スタートスイッチを、 ONにします。

②初期吸水作業
作業開始前や薬液補充時には、ポンプ吸水作業が必要です。
1)必ず調圧弁ダイヤルを「始動： OJの状態にし、スタートスイッチをONにします．
2）余水ホースから薬液が出るまでポンプを運転します。

｜重要l卜30秒経つでも余水ホースから薬液が出ない（ポンプが吸水しない）場合iま、
」ー~I 直ぐにモータを停止し、 P. 12の［故障と対策】を参照してください。

③散布作業
1 ）翻圧弁ダイヤルは『始動： 0』、 『除草： 1』、 『低圧： 2』、 『高圧： 3』の位置
で『カチッ』と止まります。次の図表を参照し、作業条件に合わせて設定します。

2）ボールコック及び、噴口を聞いて散布作業に入ります。
3）作業中に噴霧を一時停止させる時は、噴口を閉じ、調圧弁ダイヤルを『始動 ：0』
の位置に戻し、スタートスイッチをOFFにして、モータを停止してください。
ポンプの耐久性向上に役立ちます。

始動：O
庄カ OMPa

モータ始動、または吸入開始時

除事： 1
圧力約1.0MPa
除草剤等の低圧噴霧時

低圧：2
底力約2.0MPa
通常噴1事時

if1j圧： 3
圧力約2.5MPa
特に高圧を必要とする時

一③ー

* r高圧； 3JI立、 100m程度のホースを使用するとき等にご使用ください．
この時のホースによる圧力鎮失は、内径φ7.5ホースを使用した場合、 0.2MPa前後です．
市上官官圧力iま、噴口を閉じた状態での圧力です0 ~責務時の圧力I立、使用する噴口の吐出量によって変化し
ますので、ポンプ性能衰を参照してください．

直言Dト本機は連続運転が可能ですが、特に亙の暑いBには、できるだけ直射日光を
さけて、風通しのよい場所で運転してください。 （特に長時間でなければ、
問題ありません。）
・スタートスイッチをONにしてもポンプが始動しなかったり、運転中突然
ストップした時などは、すぐにスタートスイッチをOF Fにしてください。
そのままにしておきますと、モータを損傷する穆があります。
・作業中一時停止のため、スタートスイッチをOF Fにした時は、必ずポール
コック及び、噴口を聞き、吐出ホース内の圧力を抜いてから再度、始動方法
にしたがって始動を行ってください。 （ポンプ～ホース内に圧力が残って
いると、再始動時にモータが過負荷となり、始動しない時があります。）
・作築中にサクシヨンフィルタを薬液タンクからよげてしまうと、空気を吸い
込み、噴霧状態が悪くなります。このような場合は、ポールコック及び、噴
ロが閉じている事を確認し、 サクシヨンフィルタを薬液タンクに入れ直し、
調在弁ダイヤルを始動位置にしますと、再び吸水します。
・薬液タンクが空になった時は、薬液タンクに痕を補充し、始動方法にした
がって始動を行ってください。

医豆亘卜感電や火災を起こす危険性がありますので次の項目を必ず守ってください。
－絶対に本機に薬液や水をかけないでください。
－濡れた手で電源プラグをコンセントに差し込む事や、抜き取る務はしない
でください。
－電源コードを傷つけたり、折り曲げたり、束ねたり、巻いたり、電源コー
ドの上に重い物をのせたり、角張ったものを落としたりしないでください。
・農薬の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴ
ム手袋、長袖の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を婚期し、皮膚が露出せず危険
のない服装で作業を行ってください。
・ハウス内での使用は、人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、よく換気
をしてください。

医亘ト作業中に噴口部を清掃または、交換する場合は、顔面などに薬液がかかる恐
れがありますので、吐出ホース先のボールコック及び噴口を閉じ、必ず調圧
弁ダイヤルを『始動 ：0』の位置に合わせ、スタートスイッチをOF Fにし、
モータを停止してから行ってください。
・薬液が水道、河川、池、沼などを汚染しないように、また、人体や散布対象
物以外のものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行っ
てください。
－作業中、作業後にめまいや頭痛を生じたり、気分が少しでも悪くなった時は、
直ちに医師の診察を受けてください。

・ホース類は、無理な曲げ、よじれ、折れ、引っ張りがないよう注意して作業
を行ってください。
－ホースの温度は、 40℃以下で使用してください。40。C以上になりますと
耐圧性能が低下します。

⑨
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④停止
1 ）ボールコック及び、噴口を閉じます．
2）翻圧弁ダイヤルを f始動： 0』の位置に合わせます。
3）スタートスイッチをOFFにしてモータを停止します。

医週卜突然の噴霧防止のため、作業終了時は、必ず吐出ホース先のポールコックを
閉じてください。

直雪卜使用中に薬液が無くなったときは、速やかにスタートスイッチをOFFにし、
モータを停止してください．
－ポンプの空運転lま、故障の原因になります。作業中、整備点検ゆを問わずに
30秒以上行わないでください。
－電源コードをコンセントから被く時は、電源プラグを持って行ってください。
電源コードを持って引き抜かないでください。

⑤使用後のお手入れと保管
・薬液タンクに清水を入れ、モータを運転して噴口より吐出させ、ポンプ、ホース及び、
噴口内部を洗浄します。清水が吐出しなくなったら、速やかにスタートスイッチをOFF
にし、電源プラグを抜いて、アースコードをアースターミナルから外してください。

医週卜前回使用した薬液がタンク、ホース、噴口等の内部に残っていると薬害を起
こす危険性があります。特に除草剤散布に使用した後、一般防除作業に使用
する場合iま、残っている薬液を充分に洗い流してください。

軍墨

－余った薬液及び、機械の洗浄水は、河川、 7J<i源地、 j也、沼、下水等に流入し
て被害を及ぼさないよう、薬害のない方法で処分してください。
・モータを停止しでも、ポンプ～ホースに圧力が残っていることがあります。
この状態で接続部を取り外すと、薬液が噴き出す恐れがありますので、接続
部を外す前に周囲の状況を確認し、吐出ホース先のボールコック及び、噴ロ
を開いて、ポンプ～ホース内の圧力を抜いてください。
・使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当たらず、風通しの良い、子供の手
の届かない場所に保管してください。

－ホース肉の残液を空にして（州P-391AMIま巻取機に巻いて）保管してください。
そのままにして置きますと、ホースの寿命を短くする原因になります。

一⑪ー

〔 く整備 と長期保管~ J
$日常的なお手入れは、《運転》の＠使用後のお手入れと保管をご覧ください．
豊富備に闘してのご不明な点lま、お買い求めの販売店にご相談ください。

①配管

区亙トホース、接続部分にヒピ、割れ、 漏れがないか確認しますi 常がある場合
iま、速やかに交換してください。

②ポンプ内部のシール類
2年の使用を目安に、ポンプ内部のシール類の交換をお勧めします。シール類の交換に
ついては、お買い求めの販売店にご相談ください。
（補修パーツとして、ポンプパッキンセットが用意されています。）

③長期保管
長期間（60日以上）に渡って本機を使用しないときは、次の電事項を実施してください。

哩E卜薬液タンクに清水を入れ、モータを運転してポンプやホースを洗浄してくだ
さい．
・冬期間の凍結防止のため、余水ホース、吸水ホース、吐出ホース（接続ホース）
をポンプから外してモータを運転し、完全に水抜きを行ってください。この
時、必要以上にポンプの空運転（30秒以上）を行わないようにしてください。
保管時は、上記のホースを外しておいてください。
・プラスチック部品は、直射日光に長期間さらされると、著しく強度が低下する
事があります。また、注意表示ラベルも変色したり、はげやすくなったりし
ますので、保管には充分注意してください。

区豆萄トポンプの内部を充分に乾燥させてからカバー等を働け、屋内の直射日光が当
たらず風通しの良い、子供の手の届かない場所に保管してください。

一⑪ー



【く故障と対策〉 】

現 象 原 因 対 策

電流が流れていない 電源コード、コンセントを確認する

モータが起動 電圧不足（延長コードを使用している場 延長コードを短くする

（回転）しない 合）

調圧弁ダイヤルが高圧の状態にある 鈎圧弁ダイヤルを始動側にする

吸水ホース後綾部のゆるみ 吸水ホースのネジをi(fし絞めする

サクションフィルタが液蔚より出ている サクションフィルタを液中に入れる

吸水しない 吐出ホースに残庄がある 制圧弁ダイヤルを始動綱.IJにする

又l玄、ボールコック及び、噴ロを聞く

ポンプ内紛のシール績の廠終、領傷 ※ 

吸入 ・吐出弁昔日のゴミのつまり ※ 

圧力上昇不足 吸水ホースのネジをi館し締めする

噴板穴のゴミつまり R質調Eをj資得する

噴霧状態が懇 噴板穴の摩耗 噴板を交復する

い ポンプ内部のシール類の11'終、績傷 ※ 

吸入弁、吐出弁、翻圧弁の摩耗 ※ 

自責口が不適切 ポンプ性能に合った吸口を使用する

ポンプ肉昔6か ポンプ肉告書のシール類の愈絡、領傷 ※ 

ら液もれ

ポンプ内部のシール類に関しては、繍修パーツ｛ポンプパッキンセット）が用窓されています．
お貧い求めの販売店にご相似ください。

※印の不具合対策に関しては、お買い求めの販売店にご相談ください．
その他、ご不明な点は、販売店にご相談ください．
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r一里万力噴 機保 室主
｛大切に保管してください）

可司

このJ1f.l立貌 がとうございます。
理事ヰ土でf;i、 係絞1!Unを行司ております。
1.本製if. したものて’すが、万一保吉正期間内に、
注意ラ 正常な使用状ff!で欽隊Lた湯合I且、
誕百.?aに に修患をご依級〈ださt、。
2. f.来m1.1 なります。
①ごイ費 よる欽降、又f;i損傷。
②火災 公害や異常電尽による欽~a. 又1.:WHi~.
③消耗 交換時の告µu~，ィペ J.lぴi惨Z里代。
＠保管 ｛』~.
⑤本保
⑥本保 I±の示認を得ることな〈修正した場合。
3.本保証 保管してくださk、．
4.本保tiE This worronty Is vol id only In Jopun. 

※本保証書 料修涯を行うことをお約求するもの
で、本保 ~するものではありません．
※保証期間 l、お貿よげの1仮~店にお問い合わせ
ください
＊お客織に l:l問問内のサービス活動および、その
後の安全 がございますのでごT1｝＜.くださL、。

型 式 HMP-391A/HMP-391AM （どちらか切にOを付けてく悦い）｛脚乱）

製造番号

保柾期間 お買上げ 年 月 日より
1年間 （但し、消耗品は除く）

お 客機
フリガナ
ーーー一一一一ーーー一ー一ーーーー一ーーーー－ －ーーーーーー由一ーーーーーー

お名前

ご住所 T 
』ー圃ーー同咽骨骨骨ー・・恒ーーー’ーーー司．．，ーーー

ヤーーー曹司ーーーー．．，．咽ーーー，．ーー圃”ーーーーーーーーーーー，・ －－曲直 ーーーーーー ーー ーー
TEL 

取 扱 販 売 店

く⑧ 〉検式会社麻湯
本社／〒381-8530 長野市北長池1443-2

TEL : 026-244-1317 
URL : http: //www. asaba叩 fg.com... ... 

見本
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TEL : 026-244-1317 

ホームページアドレス http://www. asaba-mfg. com 


